
 

令和３年度一般会計決算の概要 

 

● 歳入（５２８億８，５００万９千円） 

市税全体は、新型コロナウイルス感染症による特例措置の影響で、固定資産税が 1億

４，１２４万円減となったことにより１億２，９５２万円の減となりました。 

国庫支出金は、新型コロナウイルス感染症に伴う特別定額給付金給付事業補助金が１

３５億４，７２０万円減となったことにより１０５億３，６２１万円の減となる一方、

地方交付税は１４億５，７９４万円の増、地方消費税交付金は２億６，７５８万円の増

となり、歳入決算額は、前年度比１０９億７，１２２万円、１７．２％の減となりまし

た。 

 

● 歳出（５０３億９，４０６万８千円） 

令和元年度から４ヵ年の市政運営の道標としてスタートした第２次基本計画に則り、

オーガニックなまちづくりのステップアップを図り、持続可能なまちづくりを推進する

ための施策に取り組みました。 

主な内容としては、新型コロナワクチンの集団接種体制整備による保険・医療の充実、

防災ハザードマップの全戸配布、災害用救命ボード・消防団車両の整備による防災・消

防体制の充実、新型コロナウイルス感染症に係る子育て世帯への臨時特例給付金や子育

て応援ミールポイント事業による子育て支援の充実、パークベイプロジェクトの推進な

どを実施した結果、歳出の決算額は、前年度比１１４億２，６５２万円、１８．５％の

減となりました。 

 

● 収支の差し引き額 

令和４年度に繰り越した事業を除く実質収支額は、１６億３，５３３万８千円の黒字

となりました（実質収支額のうち、１３億３，５３３万８千円は財政調整基金へ積み立

てました｡）。 


